
西合志南中学校区（西合志南中学校、西合志南小学校、西合志東小学校）小中一貫教育グランドデザイン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第２期 小学５年～中学１年 

視点を基に 
  授業充実部会 
生活充実部会 
で設定した 

各小中学校での 
共通実践を継続 

第３期 中学２年～中学３年 社会の一員としての自覚を持ち、貢献する。 

学校や地域の一員としての自覚を持ち、 
活動する。 

自分の役割を果たす。 
自分のことが自分でできる。 

自ら学び、学び方を習得する授業展開を工夫すれ
ば、主体的に考え協働的に取り組む児童・生徒が育
つだろう。

自分の良さに気づき、自己の能力を伸ばす取組を行
えば、自他の命を大切にし、主体的・協働的に生活
する児童・生徒が育つだろう。 

友達と協働しながら 
よりよい考えを創り上げる。 

みんなの意見をもとに、 
よりよい考えを創り出す。 

みんなの意見を整理し、まとめる。 
自分の意見を出す。 第１期 小学１年～小学４年 

小中一貫教育目標 

 

①学習規律を整え、学びへの意欲を 
引き出す授業づくりを行います。 

②思考力・判断力・表現力等を育て、考え 
を深める「学び合い」の場を設定します。 

③ICTを効果的に活用した 
学習活動の充実を図ります。 

④家庭学習の充実へ向けた支援を 
行います。 

 

①小中の重点課題を共有し、人権感覚や規範
意識の醸成を図ります。 

③SST（ソーシャルスキルトレーニング）等を 
行い他者と良好な関係づくりを進めます。 

②児童会・生徒会が中心となって、自主・自立
に向けた自治的活動を進めます。 

④自己を振り返りながら、目標達成を 
目指す児童・生徒を育成します。 

西南中校区・特別支援教育８つの視点を土台とした教育活動を行います 
十分にほめる 共感的に接する 個別に声をかける 断定的に伝える 

 達成できる課題を設定する 視覚的な指示・教具を活用する 肯定的に話す 指示は簡単・具体的に伝える 
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【仮説１】学力充実 【仮説２】生活充実 

児童・生徒による主体的・協働的な授業を進めて 
いくための取組の視点 

命や規範意識の大切さに気づき、支え合いながら
生活できるように支援するための取組の視点 

特別支援教育部会 
による支援の充実 

 


